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〈研 究 ノ ー ト〉
『マ ル ク ス ・エ ン ゲ ル ス.:一 一』 の 出 版 社 一 デ ィ ー ツ
的 場 昭 弘
は じめ に一マル クス ・エ ンゲル ス全集の 出版
社 が変 わる
1998年 暮,マ ル ク ス ・エ ンゲ ル ス全 集編 集 委
員 会は新編集体 制 にな ってか らの 初め ての巻 を刊
行 した。 この出版 のニ ュー スは,ド イツ各地の新
聞 で大 々的 に取 り ヒげ られた。マ ル クス ・エ ンゲ
ルス全集,す な わ ち新 メガ は1991年 ソヴ ィエ ト
崩壊 に よって大 き くその編 集体制 が変 わったが,
新 しい編 集体 制 になって 出版 され た巻 はこの時 ま
で なか った。 その 意味で は大 きなニ ュースであ っ
た。
1998年12月19口 「ユ ンゲ ・ヴェ ル ト』紙 は,
「メガ 中 断 の終 焉:5年 た っ て 「マ ル ク ス ・エ ン
ゲ ル ス全 集』 第1巻 が 発 刊 され た」uと い う記 事
を掲載 した。 発刊 され た巻 は第IV部 の3,「1844
年 夏 か ら1847年 まで の ノー ト」 で あ っ た,そ の
記 事の中 で最 後 に,こ の 『マ ル クス ・エ ンゲルス
全 集』 は1500部 印刷 され,そ の 半分 が 日本で 販
売 され る と書 かれ てあ った こ とは印象 的であ る。
表 面でマ ル クス離 れが進行 しつつ あ る中で,ま だ
まだわが 国は 高価 で専 門的 な 『マ ル クス ・エ ンゲ
ルス全集』 を購 入す る人々が数 多 くい る とい うこ
とであ る。
しか し,そ こで あ ま り問題 には され なか った点
が あった。 それ は,新 メガの 出版 社が デ ィー ツ出
版 か らアカデ ミー出版 に変わ った点で ある。マ ル
クスの本 と言えば,ほ ぼ100年 デ ィー ツ出版 と相
場 が決 まってい た。そ のデ ィー ツ,す なわ ち社 会
民 主党の 出版局 と して一 九世紀 か らの伝統 を もつ
デ ィー ツ出版社が マ ル クスの 出版 か ら手 を引 いた
こ とは,実 は か な り大 きな 意味 を持 っ て い る。
デ ィー ツ とい うマ ル クスお馴染 みの 出版社 がマ ル
ク ス ・エ ン ゲ ル ス 全 集 の 出 版 を や め た こ と
は,1989年 のベ ル リ ンの壁,さ らに は ソ連 型 マ
ルクス ・エ ンゲ ルス全 集の過去 の遺 産 を清 算す る
意味で大 きな事 だ ったか らであ る。
カ ウ ツ キ ー は こ う 語 っ て い る。 「古 典 文 学 は
コ ッタの名前,新 興 の民 主主義 の文学 はハ イネの
出版 者 カ ンペ,フ ォイエ ルバ ッハ の出版者 ヴ ィー
ガ ン トと密 接 に結 びつ いて いる。 同様 に国際マ ル
クス主義 は我 が 同胞 の名 前J.H.D.デ ィー ツ と結
びつ いてい る」2と 。
そ の 意 味 で も,マ ル クス と密 接 に結 びつ い た
デ ィー ツとい う出版者 がマ ル クスか ら離 れた とい
うの は大 きな事件 だったの であ る。 それ ゆえ,あ
ま り知 られ てい ないデ ィー ツ出版 につい て ここで
述 べ る ことは,そ れ な りの意 味 を もつ こ とと思 わ
れ る。
(1)生 前 マル クスの作 品 を刊行 した出版者
aマ ル ク ス の 作 品 を刊 行 した ドイ ツの 出版 社
マ ル ク ス の 原 稿 の 出 版 を て が け た 出 版 社 に は,
主 だ っ た もの で も,レ ー ヴ ェ ン ター ル,レ ス ケ,
フ オ ー グ ラ ー,マ イ スナ ー,ド ゥ ン カ ー な どが あ
る。
レー ヴ ェ ン ター ル(1810-87)は,フ ラ ン ク フ
ル トの 出 版 者 で,マ ル ク ス と エ ン ゲ ル ス の 著 作
『聖 家 族 』(1845)を 出 す が,そ の 売 れ 行 き不 振 の
た め か,そ の 後1851年 に マ ル ク ス が 「経 済 学 批
判 』 を 出 そ う と ドイ ッ の 出 版 社 を探 し て い た と
き,当 然 打 診 したが,断 られ て し まい,そ の 後 の
関 係 は 続 か な い 。
ダ ル ム シ ュ タ ッ トの カ ー ル ・レ ス ケ(1821--
86)は,1845年 マ ル ク ス が 『政 治 学 と 経 済 学 の
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批 判 』 を 執 筆 す る契 約 を結 び,契 約 金 を受 け 取 っ
た 出 版 社 で あ る が,実 際 に は 完 成 す る こ と は な
か っ た 。 そ の契 約 金 は そ の後 返 却 され て い る。 レ
ス ケ 出 版 社 の 名 前 を 持 つ 出 版 社(lnformation-
spresse‐C.W.Leske)は,現 在 で もケ ル ンに 存 在
して い る。
オ ッ トー ・ヴ ィー ガ ン ト(1795-1870)も,エ
ンゲ ル ス の 『イ ギ リ ス に お け る 労 働 者 階 級 の 状
態 』(1845)を 出 版 し た り,『 ハ レ年 誌 』,『 ドイ ツ
年 誌 』 を 出 して い るの で,マ ル ク ス との 関 係 で は
よ く出 て く る名 前 で あ る が,マ ル ク ス の 著 作 は 出
し て い な い 。 し か し,「 資 本 論 』 の 印 刷 を オ ッ
トー ・マ イ ス ナ ー か ら引 き受 け て い る 。
bマ ル ク ス の 新 聞 を発 行 した 印刷 屋
マ ル クス とエ ン ゲ ル ス は,至 る所 で 新 聞 を 発 行
した 。 直 接 編 集 を しな く と も,多 くの 新 聞 に も寄
稿 した 。 マ ル クス が 編 集 に 関係 した新 聞 に は,ケ
ル ンの 『ラ イ ン新 聞 』,「 新 ラ イ ン新 聞 』,パ リ の
『フ ォ ア ヴ ェ ル ツ 』,ブ リ ュ ッセ ル の 「ブ リ ュ ッセ
ル ・ド イ ッ 人 新 聞 』,ロ ン ド ン の 『新 ラ イ ン新
聞 』,「 ダ ス ・フ ォル ク』 が あ る。
『ラ イ ン新 聞 』(1842-43)は,ラ イ ンの 財 界 人
オ ッペ ンハ イム,メ ヴ ィ ッセ ン,カ ンプ ハ ウ ゼ ン
が 創 設 した 新 聞 で,3万 ター レ ル の 資 本 を 集 め
た 。 出 版 元 は ケ ル ン の レ ナ ル トで あ っ た。 しか
し,マ ル ク ス 自 身 記 事 を書 い た だ け で あ る〔3/。
『新 ラ イ ン新 聞 』(1848-49)は,マ ル ク ス 自身
が 資本 を投 資 して作 っ た新 聞 社 で あ っ た 。 この 新
聞 を印 刷 した オ ズ ヴ ァル ト ・デ ィー ツ(18230r24
-64)は ,後 に 述 べ る デ ィ0ツ で は ない 。
「新 ラ イ ン新 聞』(1850)は や が て,ロ ン ドンで
継 続 さ れ る 。 た だ し,名 前 は 「新 ラ イ ン新 聞一 政
治 経 済 評 論 』 と変 わ り,発 行 形 態 は 月刊 雑 誌 とな
る 。 編 集 は ロ ン ドンで あ っ た が,印 刷 は ハ ン ブ ル
クで 行 わ れ た。 しか し これ も6号 で 廃 刊 とな る。
マ ル ク ス の 『フ ラ ンス に お け る階 級 闘 争 』 は,こ
こ に掲 載 さ れ た 。 マ ル ク ス は,ハ ン ブ ル クで の印
刷 を 諦 め,バ ー ゼ ル の ヤ コ ブ ・シ ャ ベ リ ッ ツ
(1827-99)に 印 刷 を 依 頼 す る が,結 局 実 現 す る
こ とは な か っ た 。 もっ と も,マ ル ク ス は 『ケ ル ン
共 産 主 義 者 裁 判 の 真 相 』(1853)を こ の シ ャ ベ
リ ッツ か ら出 版 す る 。 マ ル ク ス は 自著 を 出 版 して
くれ る 出 版 者 を探 して い た。 同 じ頃 書 か れ た 『亡
命 者 偉 人 伝 』(1852)は,出 版 者 を 見 つ け て くれ
る と言 う約 束 に よっ て,結 局 オ ー ス トリ アの ス パ
イ,バ ン ジ ャ大 佐(1817-68)に 渡 して し ま う こ
とに な る。 出 版 ど こ ろか,こ れ に よ っ て ロ ン ドン
の ドイ ツ 人 の 活 動 をマ ル クス は た だ警 察 に伝 え る
だ け とな っ た の で あ る。
パ リ の 『フ オ ア ヴ ェ ル ツ』(1844)の 編 集 に
は,マ ル ク ス は 途 中 か ら参 加 した 。 『フ ォア ヴ ェ
ル ッ』 は ベ ル ン シ ュ タ イ ン(1805-g2)と ボ ル ン
シ ュ テ ッ ト(1808-51)が 発 刊 し た 新 聞 で あ る
が,6月 頃 か らマ ル ク ス は積 極 的 に 関 与 し は じめ
る 。 印 刷 は ポ ー ル ・レ ヌ ア ー ルで あ っ たが,新 聞
の編 集 以 上 に 関心 を持 つ こ と は な か っ た。
ブ リ ュ ッセ ル の 「ブ リ ュ ッ セ ル ・ ドイ ッ 人 新
聞 』(1847-48)は,ボ ル ン シ ュ テ ッ トが は じ め
た 新 聞 で,ブ リ ュ ッセ ル の ドイ ツ 人 労 働 者 協 会 と
深 く関係 して い た。 マ ル クス もこ れ に深 く関 与 し
て い る。 ブ リ ュ ッ セ ル で マ ル ク ス は 『哲 学 の 貧
困 』 を 出 す が,そ れ は こ こ で は な く,カ ー ル ・
フ ォ グ ラ ー か らで あ っ た。 フ ォ ー グ ラ ー は,『 ブ
リ ュ ッセ ル ・ ドイ ッ 人 新 聞 』 の 販 売 を 行 っ て い
た。 『ブ リ ュ ッセ ル ・ ドイ ツ 人 新 聞 』 の 印 刷 は,
労 働 者 協 会 の 議 長 ヴ ァー ラ ウが 担 当 し,フ ォー グ
ラ ー も労 働 者 協 会 の 会 員 で あ っ た 。 マ ル ク ス は,
フ ォー グ ラー か ら借 金 を した 際,銀 の 食 器 を抵 当
に 出 して い る。 も っ と も,そ れ は や が て マ ル ク ス
の と こ ろ に帰 っ て くる が 。
マ ル クス が 最 後 の 関係 した新 聞 は,ロ ン ドンの
「ダス ・フ ォル ク』(1859)で あ る。 編 集 者 ビ ス カ
ン プ は マ ル ク ス に 編 集 と資 金 提 供 を 申 し 出 る。
1859年 に は,マ ル ク ス の ラ イ ヴ ァル,ゴ ッ トブ
リ ー ト ・キ ン ケ ル(1815-82)が 『ヘ ル マ ン』
(1859-69)を ロ ン ド ン で 刊 行 し た こ と に よ っ
て,マ ル ク ス は,対 抗 す る手 段 を探 して い た 。 し
か し,こ の 新 聞 は長 くは続 か なか っ た 。 しか も,
この 新 聞 に書 い た ビ ス カ ン プ の フ ォー ク ト(1817
-95)に 関 す る記 事 が
,マ ル ク スへ の フ ォー ク ト
批 判 の も とに な り,そ れ に 対 す る批 判 に マ ル クス
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は一 年 も費 やす こ とに な る。 印刷 者の ホー リ ン
ガー とは金銭的 な トラブル も起 こ して いる中。
cマ ル ク スの 作 品 を 刊 行 し た ドイ ツ 以 外 の 出
版 者
ル ー ゲ とマ ル ク ス が パ リで 編 集 した 『独 仏 年
誌 』(1844)は,ス イ スの 出 版者 フ レーベ ル(1805
-1893)の 資 金 提 供 に よ っ て パ リで 刊 行 され た も
の で あ る151。
フ レー ベ ル は 『独 仏 年 誌 』 が う ま く行 け ばパ リ
支 店 を 開 設 す るつ も りで あ っ た。 した が っ て,マ
ル ク ス と関係 が あ る が,主 と して フ レー ベ ル と関
係 を持 っ た の は ル ー ゲ で あ り,マ ル ク ス は フ レー
ベ ル の と こ ろか ら何 も 出版 す る こ と は な か っ た 。
そ れ ど こ ろ か,マ ル ク ス に と って 最 初 の 厳 しい 批
判 と も一言 え る カ ー ル ・ハ イ ン ツ ェ ン(1809-80)
の 「ドイ ツ共 産 主 義 者 の 英 雄 。 カ ー ル ・マ ル クス
氏 に 捧 ぐ』 が1848年 に 出 版 さ れ る が,そ れ を 出
した の は この フ レー ベ ル で あ っ た 。
『フ ォー ク ト氏 』 と 『共 産 党 宣 言』 は,ロ ン ド
ンで 印 刷 され た 。 『フ ォー ク ト氏 』 は,マ ル ク ス
に 対 す る カ ー ル ・フ ォー ク ト(181795)の 厳 し
い 批 判 に 対 す る反 批 判 の 書 で あ る が,マ ル クス 自
体 大 急 ぎ書 き終 え,友 人 の寄 付 を集 め て 自費 出 版
した も の で あ っ た 。 ドイ ツ の 出 版 者 に す べ て 断
れ,結 果 と し て ロ ン ド ンの ル ドル フ ・ヒ ル シ ュ
フ ェ ル トを選 ん だ。 ヒル シ ュ フ ェ ル トとい え ば,
実 は 「共 産 党 宣 言 』 の 印 刷 で も 関 係 し て い る 。
『共 産 党 宣 言 』 の 初 版 と言 わ れ て い る もの は,リ
ヴ ァ プー ル通 りに あ っ た ブ ル クハ ル トが 印刷 した
もの で あ る が,同 じ1848年 に 印 刷 され た もの の
中 に ヒ ル シ ュ フ ェ ル ト版 と い う の が あ る。24
ペ ー ジの この 版 に は,フ ィ ンズベ リー の ク リ フ ト
ン通 り48番 の ヒ ル シ ュ フ ェ ル トの 住 所 が 載 っ て
い る。 か つ て こ の 版 こ そ 初 版 と 言 わ れ た も の で
あ っ た161。
『ブ リ ュ メ ー ル の18日 』 を 出 版 し た の は,
ニ ュ ー ヨ ー ク の 『レ ヴ ォ ル ッ ィ オ ー ン』 で あ っ
た 。 これ は ア メ リ カ に 渡 っ た ヴ ァ イ デ マ イヤ ー
(1818-66)が 創 設 し た 新 聞 で あ っ た 。 一一八 五 〇
年 代 マ ル クス は ア メ リ カへ の 勢 力 の展 開 を計 り,
ア ド ル フ ・ク ル ス(1825-1905),ヴ ァ イ デ マ イ
ヤ ー と連 絡 を取 り合 っ て い た 。 マ ル クス た ちの グ
ル ー プ,す な わ ちエ ン ゲ ル ス,レ ス ナ ー(1825-
1910),ド ロ ン ケ(1822-1891),ヴ ィ ル ヘ ル ム ・
ヴ ォ ル フ(1809-64),イ マ ン ト(1823-97)は ア
メ リ カの 新 聞 に投 稿 す る こ とに した 。 しか し,マ
ル ク ス とエ ン ゲル ス 以 外 に は 充 分 な執 筆 能 力 は な
く,さ ら に 資 金 不 足 も重 っ て こ の 新 聞 は姿 を消
す 。 クル ス に よ っ て,『 ケ ル ン共 産 主 義 者 裁 判 の
真 相 』 は,ア メ リカ の ボ ス トンの 『ノ イ ・エ ン グ
ラ ン ド ・ツ ァ イ ト ゥン グ』 に 発 表 され て い る。
出 版 す る 予定 で結 局 出版 され な か っ た もの もあ
る。 そ の 一一・つ は 「ド イ ツ ・イ デ オ ロ ギ ー 』 で あ
る。 『ドイ ツ ・イ デ オ ロ ギ ー 』(1845-46)は,エ
ンゲ ル ス が ハ ンブ ル クの 「ホ フ マ ン と カ ンペ 」 に
交 渉 して 出 版 す る 予 定 で あ っ た が,結 局 失 敗 す
る。 カ ンペ は,「 ラ イ ン新 聞 』 時 代 に書 い た ケ ル
ン教 会 闘争 に 関 す るマ ル ク スの 論 文 を 単行 本 と し
て 出 版 す る つ も りで あ っ た が,実 現 しな か っ た。
そ れ 以 後 も,1850年 マ ル ク ス は 『新 ラ イ ン 新
聞 一 政 治 経 済 評 論』 の 継 続 を 求 め て,カ ン ペ
(17921867)に も掛 け 合 っ たが 失敗 に終 わ り,実
現 して い な い 。
出 版 され な か っ た も う ・つ の 有 名 な作 品 に 『経
済 学 ・哲 学 草稿 』(1844)が あ る 。 「経 済 学 ・哲 学
草 稿 』 はで き あ が りか ら言 っ て も,「 ドイ ツ ・イ
デ オ ロギ ー 』 よ り完 成 度 が 低 い 。 この 作 品 は レス
ケ と結 ん だ 『経 済 学 批 判 お よ び政 治 学 批 判 』 に な
る予 定 で あ っ た と され て い るが,レ ス ケ との 契 約
は1845年 で あ る。
ま た1845年 の フ ラ ンス の ス パ イ が ブ リュ ッセ
ル か らパ リに 送 っ た 報 告 書 に は,マ ル クス が 「社
会 的 視 点 か ら見 た フ ラ ンス 国 民 公 会 の使 命 』 とい
う題 名 の 本 を出 す 予 定 で あ る と書 か れ て い る7。
確 か に マ ル ク ス は,ク ロ イ ツ ナ ハ か らパ リに か け
て(1843年)取 られ た ノー トで フ ラ ンス 革 命 の 研
究 を して い る。 しか し,こ れ も出 版 され る こ と は
な か った 。
マ ル クス が 若 い 頃 に 出 版 しよ う と して 実 現 で き
な か っ た も の に,詩 集 が あ る。1837年 マ ル ク ス
は 父 に 詩 集 を 出す た め に金 を送 っ て くれ る よ う頼
36一 『マ ルクス ・エ ンゲ ルス全 集」 の出 版社一 デ ィー ツ
むが,結 局 父 に 断 れ る。 お まけ に,シ ャ ミッ ソー
(1781--1838)の 雑 誌 に投 稿 したが,こ れ も送 り返
さ れ て くる 。 しか し,結 局1841年 ドク トル ク ラ
ブ の雑 誌 『ア テ ネ ー ウ ム』 に2篇 掲 載 され る 。 こ
れ が マ ル クス が 最 初 に 出版 した作 品 で あ る。
dフ ランツ ・ドゥンカー書店
フ ラ ンツ ・ドゥン カー は 『経 済 学 批 判』(185g
年〉の 出版社 で あ る。 とこ ろが 最 近 出版 され た
「ドゥンカー とフ ンプ ロ ッ ト」社 の 出版 目録 を見
て もこのマル クスの作 品は掲 載 されて ない。 いや
同 時 期 に 出 た エ ンゲ ル ス の 『ポ0と ラ イ ン』
(1859)も 出 て い な い。 そ れ で は 「フ ラ ン ツ ・
ドゥンカー書店」 と 「ドゥンカー とフ ンプ ロ ッ ト
書 店」 は まった く関係 ないのか。 しか し,マ ルク
ス に フラ ンツ ・ドゥ ンカー を紹 介 した ラサ ー ル
(1825-1864)が そ こか ら出 した 『イ タ リア戦 争
とプ ロイセ ンの課題』(1859)「 エ フェ ソスの 暗黒
の 人ヘ ラク レイ トスの哲学 』(1858)『 フラ ンツ ・
フ ォ ン ・ジ ッ キ ン ゲ ン』(1859)の3冊 は 方 は
ち ゃん と掲 載 されて い るの で あ る。 マ ル ク スの
『経 済学批 判』 の出版 が遅 れ た の は,ド ゥンカー
が ラサ ー ルの 本の 印刷 を優 先 させ た こ とで あ っ
た。 「ドゥンカー とフ ンプロ ッ ト」 は18世 紀 か ら
続 く出版 界の老舗で あった。
マ ルクスは後 に原稿 を出 した ラサ ー ルの本 の方
が先 に出版 された こ ともあ り,フ ラ ンツ ・ドゥン
カー との 間にい ざこざを起 こ し,そ の後縁 を切 っ
たの で あ る。そ の ため,「 資 本論』 は フ ラ ンツ ・
ドゥンカーか ら出 るこ とはなか った し,マ ルクス
の作 品 は二度 とここか ら出版 され る ことは なか っ
たのであ る。 もしそれが 『資本論』 であった な ら
ば,『 目録 』 に掲 載 され たの で あ ろ うか。 この 目
録 は,ド ゥンカーの宣伝 目録 に掲 載 され た ものか
ら作 ってあ るの で,マ ルクスの 『経 済学批判 』が
はず されたの は新 聞広 告が 出なか ったか らか も し
れ ない。 しか し,エ ンゲル スの本 は広 告が 出てい
るので,新 聞広 告が 出たか どうか だけで は説 明が
つか ない。 出版社 の 目録 に もなか った とい うこと
か。
ドゥンカー書 店,正 式 には 「ドゥンカー とフ ン
プ ロ ッ ト書 店」 は18世 紀 の 末 に 創 設 され,現 在
も存 在 す る 老 舗 の 出版 社 で あ る〔呂}。1786年 フ リー
ドリ ヒ ・フ ィー ヴ ェ ク(176ユ ー1835)が ベ ル リ ン
の ミ リ ウ ス(Mylius)書 店 の 後 を 引 き継 い だ と
き に始 ま る。 最 初 の 成 功 は ヴ ィ ルヘ ル ム(1767-
1845)と フ リ ー ド リ ヒ(1772-1829)の シ ュ レ ー
ゲ ル 兄 弟 が 雑誌 「ア テ ネー ウ ム』 を 出 版 した こ と
で あ っ た。 や が て1799年 に ゲ ー テ の 出 版 社 「ヘ
ル マ ン ・ウ ン ト ・ ドロ テ ー ア」 を買 収 す る。
ミリ ウ ス書 店 は,ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク公 に招
か れ て,ベ ル リ ンの 店 を フ レー リヒ に売 って ブ ラ
ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク に 移 転 す る。 フ レ ー リ ヒ が,
『ア テ ネ ー ウ ム』 を 引 継 ぎ,そ の 後1805年 カ ー
ル ・フ リー ドリ ヒ ・ド ゥ ン カ ー(1781-一 一1869)が
後 を継 ぐ。 ドゥ ン カー 書 店 とい う名 前 は こ こか ら
始 ま る。 ドゥ ン カー は レ ッ シ ン グ(1729-81)が
編 集 して い た 『フ ォ シ ッシ ュ ・ツ ァ イ トゥ ン グ』
(ラ イプ ッ ィヒ)の 出版 元 ゲ オ ル ク ・フ ォス の 所 で
出 版 業 の勉 強 を して い た 。 や が て フ ォ ス の紹 介 で
フ レー リ ヒ と知 り合 う。 フ レー リ ヒが 急 死 した こ
と に よ っ て,未 亡 人 を助 け る こ と とな る。
1809年,ド ゥ ン カ ー は ペ ー タ ー ・フ ンプ ロ ッ
トと と もに フ レー リ ヒ書 店 を買 い,名 前 は 「ドゥ
ン カー ・ウ ン ト ・フ ンプ ロ ッ ト」 とな る 。 ナ ポ レ
オ ンの 敗 北 と と もに,ベ ル リ ンの 発 展 が 始 ま る。
ドゥ ン カー はベ ル リ ンの フ ラ ンス 通 り と フ リー ド
リ ヒ通 りに店 を構 え る こ とに な る。 こ こは 後 にマ
ル クス が 通 う ドク トル ク ラ ブ の 開 か れ た カ フ ェ ・
シ ュ テ ー リの す ぐ近 くで あ っ た。 こ の 書 店 に は
フ ィ ヒ テ(1762-1814),ハ イ ネ(1797-1856),
ベ ッ テ ィー ナ ・フ オ ン ・ア ル ニ ム(1785-1859)
な どが 通 っ た。 ラ ン ケ(1795-1886)の ドイ ツ 史
の 本 や ヘ ー ゲ ル(1770-1831)の 全 集 も こ こ で 出
版 さ れ た 。1828年 か ら1831年 まで は ドイ ッ書 店
協 会 の 会 長 の仕 事 も ド ゥ ンカー は勤 め る ほ ど ドイ
ッ を代 表 す る大 出 版 社 とな る。 ま た1852年 か ら
1867年 に か け て ベ ル リ ン議i会 の 議 員 で も あ っ
た。
しか し,1866年 ド ゥ ン カ ー の 死 後 出 版 社 は ガ
イ ベ ル(1806-1884)に 売 却 さ れ,ラ イ プ ツ ィ ヒ
に 移 る。1869年 に ラ ンケ の 協 力 で 出 版 さ れ た 全
『マ ル クス ・エ ンゲル ス全集 』 の出 版社 デ ィー ツ
56巻 の 「全 ドイ ツ人名 辞 典』 は現 在 も続 い て い
る。 その後 の歴 史は本稿 と関係が ないの で割愛す
るが,要 す る にマ ル クスが 「経済学批 判』 を出版
した ドゥンカー は ドイツを代 表す る出版社 であ っ
た とい うこ とであ る。マ ル クスに とっては,こ れ
は願 って もない こ とであ った ろ う。 ちなみ にマ ル
クスは,大 学 教授 よ りも少 し高 い原稿料が いた だ
け る と喜 んでいた。
さて マ ル ク スの 「経 済学 批 判』 を担 当 した の
は,息 子 の フ ラ ンツ ・ドゥンカー(1822-88)で
あ った。 ドゥンカーが出 してい る 『全 ドイツ人 名
事典』 の項 目に はフ ラ ンツの こ とも書 いてあ る。
「彼 の息 チの ア レクサ ンダー とフ ラ ンツが作 っ た
出版社 と彼 の会社 とのつ なが りが,得 策 では ない
と わ か っ た」り。得 策 で な い の は フ ラ ン ツ と ラ
サー ル との 関係 か もしれ ない。
マ ル クス は,1858年3月29日 に こ う書 い て い
る。 「ラサー ルか ら今 日手 紙 が きた。 ドゥン カー
は次 の ような条件 で経 済学 の出版 を引 き受 け るだ
ろ う。 僕 は,2,3ヶ 月 ご と に3-6ボ ー ゲ ン の
ノー トを 引 き渡 す(こ の案 は僕 自身か らした もの
だ)。 彼 は 三 冊 で 中 止 す る 権 利 を もつ 。要 す る
に,わ れわ れはそ の ときは じめて最終 契約 を もつ
わ けだ。 彼 は さ しあた は1ボ ー ゲ ン当 た り,3ブ
リー ドリヒ金 貨 を支払 う⊥1。1。
順調 に滑 りは じめた契約 も,ラ サ ー ル との関係
で崩 れ て くる。1859年 に初 め に 原稿 を送 付 す る
が,ラ サ ー ルの著書 の印刷 のため にマ ルクスの原
稿 の 印刷 が遅 れ る。 「だれ が僕 の 邪魔 を して い る
か,わ か るか い。 ほかで もない。 それ はラサー ル
だ」llll。し まい に は 「汚 い 奴」,「 とん で も ない の
ろ ま野郎 」 な どと暴言 を吐 きは じめた。 出版 した
後 は,広 告 が 出 な い とマ ル ク ス は批 判 す る。結
局,マ ル クスは ドゥンカー との取 引 を断念 す る。
「仕 事の継 続 につ いて直接 に も うあ の男 に 申 し入
れ る こ と は,僕 に は 不 可 能 の よ う に 思 わ れ
た」ll21。こ う して ド ゥ ン カ ー か ら は 『経 済 学 批
判 』 の第一一分冊 が 出たのみ で終わ るので ある。
フ ラ ンッ ・ドゥ ンカー は1860年 前後 政 治 的運
動 に巻 き込 まれ て い た。1860年 代 の 自由派 の運
動 の 中心 にいたので あ る。 ドゥンカー は ドイツ進
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歩 党 の シ ュ ル ツ ・デ ー リ ッチ ュ の 仲 間 で あ っ た 、
そ の 論 陣 を は っ た の が,ド ゥ ン カ ー の左 派 自由 派
の 新 聞 「ベ ル リ ナ ー ・フ ォ ル ク ス ツ ァ イ ト ゥ ン
グ』(1853-1944)で あ り,『 ベ ル リナ ー ・フ ォ ル
ク ス ツ ァ イ トゥ ング』 は 最 大22000部 の 売 り上げ
を誇 っ た 。 ドゥ ンカ ー は ま た,反 プ ロ イ セ ン的 な
「ナ ツ ィ オ ナ ー ル ・ツ ァ イ ト ゥ ン グ』(1848-
1878),「 南 ドイ ツ新 聞 』(185g-64)に も参 加 して
い たis。 こ う し た ド ゥ ン カ ー の 背 景 か ら[Yっ て
も,ラ サ ー ル や マ ル ク ス と接 近 す る の は 当 然 で
あ った か も しれ ない 。
e「 資 本 論 』 の 出版 社 一 マ イ ス ナ ー
マ イス ナ ー は 『資 本 論 』 の 出 版 社 と して あ ま り
に も有 名 で あ る 。 ま た マ ル クス との 「資 本 論 』 の
出 版 契 約 が,マ イ ス ナ ー 以 外 で の 出版 を不 可 能 に
す る 契 約 で あ っ た た め,こ のマ ル ク ス の 主 著 は マ
イ スナ ー か ら出 版 さ れ続 け る こ と に な る 。 そ の 意
味 で は,マ ル ク スの 最 初 の 出版 社 とい え な くも な
い 。 しか し,マ イ ス ナ ー が マ ル ク ス 主義 者 で あ っ
た り,マ ル ク ス の 思 想 に好 意 的 で あ っ た わ け で は
な い 。
オ ッ トー ・マ イス ナ ー(1819-1902)ll11は,1848
年 に 出 版 を 始 め た ハ ン ブ ル ク の 無 名 の 出 版 社 で
あ っ た 。1865年 マ ル ク ス と 「資 本 論 』 の 契 約 を
交 わ した の は,マ イ ス ナ ー に と って 危 険 な賭 け で
あ っ た と も 言え る。 膨 大 な量 の 「資 本 論 』 を 出 版
す る こ とに よ っ て 経 営 危 機 を迎 え る は ず で あ っ た
が,幸 い な こ と に増 刷 され る こ と に な っ た。
マ イ ス ナ ー は1819年 ク ヴ ェ ー ドリ ンブ ル グの
郵 便 局 員 の 家 に 生 ま れ た。1833年 マ グ デ ブ ル ク
の 書 籍 取 り扱 い 業 者 ハ イ ン リ ヒ ス ホ ー フ ェ ン に徒
弟 と して 入 っ た 。 や が て,マ イ ス ナ ー は,ハ ン ブ
ル クの 「ホ フマ ン と カ ンペ 」 に 移 る 。 こ の 「ホ フ
マ ン と カ ンペ 」 と は,先 に述 べ た あ の 「ホ フマ ン
と カ ンペ 」 の こ とで あ る。1848年6月 カ ン ペ か
ら独 立 し,シ ル ゲ ス と と も に ハ ンブ ル ク に 「マ イ
ス ナ ー と シ ル ゲ ス」 を 開 く。 この 書店 は 出 版 と販
売 の 両 方 を行 う こ とに な る。
マ イス ナ ー が 手 が け た 著 者 は,フ ォ イエ ル バ ッ
ハ(1804-72) ,カ ー ル ・グ リ ュ ン(181787),
38一 『マ ル クス ・エ ンゲ ル ス全集 」 の出 版社 デ ィー ッ
ラサ ー ル,カ ー ル ・フ ォー ク トな どで あ っ た。
1855年 に シルゲ ス と分 か れた後,「 オ ッ トー ・マ
イ スナ ー」 とい う名 前 に な る。1865年 に はマ イ
スナー の書 店部 の方 は,ベ ー レとの 共同企業 にな
り,「 オ ッ トー ・マ イ ス ナ ー とべ ー レ」 と な る
が,出 版 部 はその ま まであ った。 出版の主 力 は法
律,政 治関係,そ してハ ンブル クの歴史 関係 の書
物 で あ った。
マ ル クス は 『資 本 論』 の契 約 を1865年 に3月
21日 ハ ンブ ル クの オ ッ トー ・マ イ スナ ー と交 わ
す。契 約 は 八項 目に分 か れ,『 資 本 論』が 全 二 巻
で 出版 され るこ と,出 版 契約 は双 方が 断 らない限
り有効 で あ るこ と,著 者 に一 〇冊 送 られ るこ と,
原稿 は遅 くと も五月末 まで に出版社 に送 られ一一〇
月に出版 され る こ とな どが書 いてあ った。
しか し,全 二 巻 とい う契約 内容 は,分 量が増 え
たため に変更 され るこ とになる。 したが って原稿
の提 出 も大 幅 に遅 れ,二 年 後 の1867年9月 に 出
版 される こ とに なって しまった。 と くにマ ル クス
は原稿 の提 出期 限 につい ては,そ の後契約 条件か
らはず して しまって もい る(第 二の契約書 は現存
しない)。
さて肝心 のマ ル クスの 原稿 料 の方 は どうで あっ
たのか。契約 書 には書 いて ないが,数 百 ター レル
(50万 円か ら100万 円 ぐらいか)だ っ た と思 わ れ
る。彼 は後 に手 紙 で 「「資 本論 』の 原稿 料 は執 筆
中に吸 った タバ コ代 以上 に もな って いない」 と書
いて い るが,ひ ょっ とす る とヘ ビー スモ ー カー
だっ たマ ル クス に とって タバ コ代 に もなってい な
いか もしれ ない。
こ う して1867年4月 マ ル クス は,と う と う書
き上 げた 『資本 論』 第一巻 の最後 の原稿 を届 けに
ハ ンブル クに向か う。 原稿 はマ イスナー か らライ
プツ ィヒの オ ッ トー ・ヴ ィー ガ ン トに送 られ,そ
こで 印刷 された。
そ の年の 九月の書 店 に対 す る広告 には こう出て
い る。 「マ ル クス 「資本 論 一政 治 経 済学 批 判 第 一
巻,第 一冊。 資本 の生産過 程』大 八つ折 版。仮綴
じ本 。3タ ー レル三分 一」。 「資本論 』 第一巻 初 版
の価格 は,今 の お金で計算 す る と大体3万 円 か ら
4万 円 とい う ところか。 相 当高価 な本 だ った。
「資本 論 』の 出版 部数 は千 部。五 分 の 一 は予約
注文 に よってす で に発売前 に売 り切れ てい た。 し
か しす ぐに売 れたわ けで はない。 まず書 評 の少 な
さが 禍 した。10月 にな っ て マ ル クス は,エ ンゲ
ルス な どの友 人 に頼 んで 「資本 論』 の書評 を書 い
て も らうこ とに した。 い わば 「や らせ 」 であ る。
と りわけエ ンゲ ルスは,同 時 にい くつ もの書 評 を
書 き,掲 載 して くれ る よ うに い ろ ん な 策 を弄 し
た。 しか し,彼 の書評 が掲載 されたの は急 進派 の
新聞 か,地 方 新 聞であ り,有 力紙 にはほ とん ど取
り上 げ ら れ な か っ た。 そ の た め,1869年 末 に
な って も300部 が 売 れ残 って い た。『資本 論』 第
一 巻 は
,初 め はか く も売 れ ない 本 だ った の で あ
る。
しか し,状 況 は少 しず つ 変 化 す る。1871年 末
には 「初 版 はすべ て売 りつ く したの で,第 二版 を
つ く りたい」 とい う申 し出が マ イスナーか らマ ル
クス の も とに届 く。マ ル ク ス は,初 版 が 高 額 で
あ っ た こ とを考 慮 して,10分 冊 で刊 行 す る こ と
も考 えた。1871年 と言 えば パ リ ・コ ミュ ー ンの
時代 で,次 第 に世 の中は社 会主義 に関心 を持 ち始
め ていた。 第二版 は強気 の3000部 であ った。
『資本 論』 の売 り上 げ は,ド イ ツ語 版以 外 の翻
訳 に よって加 速 した。最初 の外 国語訳 は ロシアで
出版 され た。バ クーニ ンに よって始め られ た翻訳
は,ロ パ ーチ ンに受 け継 がれ,さ らに彼 の逮捕 後
ダニエ リソ ンとリュバ ー ビ ンに よって完 成 した。
1872年3月 末 ロ シア語訳 は最 初 か ら3000部 で 出
版 され た。 ロ シアで は また た くまに売 れ,さ ら大
きな学 問的論議 も引 き起 こ した。
フラ ンス語訳 は ロ ワが引 き受 け ラシャ トル社 か
ら出 る こ とにな ったが,訳 に不満 だ ったマ ルクス
は大幅 に手 を入れ た。 結局一 部 は完全 なオ リジナ
ル版 とな って しま った。1872年9月 か ら出版 さ
れ始 め た フラ ンス語訳 は,1875年11月 まで に四
つ折 り大 判 の8頁,44分 冊 で 刊 行 され た。最 初
の分冊 は一万 部,そ れ以後 の分冊 も数千 部発行 さ
れ た。
こ の よ うに次 第 に発 行 部 数 を伸 ば して い った
『資本 論』 であ るが,そ れ には不 思 議 に も この 本
が 当 局 の検 閲 に触 れ なか っ た こ とが 幸 い して い
「マ ル クス ・エ ンゲ ル ス全集」 の 出版 社一 デ ィー ッ 一39-一 一一
た。1878年 の プ ロ イセ ン警 察 の報 告 に1よ 学 問
的 な本 であ り 「社 会主義鎮圧 法 に該 当 しない」 と
書 か れて いる。 同 じことはプ ロイセ ン以上 に厳 し
い ロ シア につ いて も言 えた。
マル クスが住 んでい た イギ リスでは,英 訳が遅
れ に遅 れ,20年 後 の1887年(マ ル クスはす で に
1883年 に死 ん で いた)に わず か 五 百 部 で 出 版 さ
れ た。 マ ル クスの 名は イギ リスでそれ な りに知 ら
れ てはい たのだが,英 訳 を見 られなか ったの は残
念 でな らなか っただ ろ う。 生前 マ ルクスは,ダ ー
ウ ィン とスペ ンサ ー に 『資本論』 第二版 を贈呈 し
たが,つ れな い返事 しか も らえてい ない。 もっ と
もこの二 人の イギ リス人に は,ド イツ語 が読 めな
かったの であ るが1G10
(2)デ ィー ツ 出版
aハ イ ン リヒ ・デ ィー ツ
i.社 会民 主党 出版 部デ ィーツの成立
ハ イ ン リヒ ・デ ィー一ツ(18431922)li6出 版 は,
マ ル ク スの作 品 を 手が け た そ れ まで の 出 版社 と
まっ た く違 って い た。 なぜ な ら,デ ィー ッ 出版
は,社 会民主 党のパ ンフ レッ トを出版す る出版社
で あったか らであ る。 しか も,そ の経 営 は事 実上
社会民 主党が握 ってお り,所 有権 は形式上 デ ィー
ツ個 人が握 ってい たが,実 際 には社 会民主 党が管
理 してい た出版社 であ ったか らであ る。
しか し,デ ィー ツ もす ぐにマ ル クス の 「資 本
論』 を出版す るこ とはで きなか った。 それ は,そ
の著作 権が 長い 間 オ ッ トー ・マ イスナー に握 られ
てい たか らで あ る(死 後30年)。 デ ィー ツが 最 初
に取 り組 んだ マ ル クスの作 品 は,『 哲 学 の 貧 困』
(フラ ンス語)の ドイ ツ語 訳 で あ る。1883年 に出
版 され た。 この翻 訳 はベ ル ンシュ タインとカ ウッ
キー に よるもの で,ド イツ語 での初訳 であ った。
その後 デ ィー ッは少 しず つ マル クスの書 物 を出版
してい き,や が てマ ル クスの著 作集 を一手 に引 き
受 け る ようにな る。
ヨハ ン ・ハ イン リヒ ・ヴ ィルヘ ルム ・デ ィー ッ
は,1843年10月3日,リ ュベ ックの仕 立 職 人 の
親 方 ヨハ ン ・ヨヒム ・ク リステ ィア ン ・デ ィー ツ
とア ンナ ・カ タ リー ナ ・エ リザベ ー トとの 問の3
男 と して生 まれた。 父は親方 であ り,生 活 は貧 し
くはなかっ た。
1839年 私 立の 学校 に あが り,14才 の 時 か ら徒
弟修業 が 始 まっ た。 父が1855年 に亡 くなっ て い
た。ハ イ ンリヒが始 めたの は仕 立職 人 と しての修
業 で は な く,植 字 職 人 の修 業 で あ っ た。1862年
修業 を終 えたハ インリヒは当時の慣 習 に したが っ
て,遍 歴 修 業 の旅 に出 た(す でに当時は義務で は
なかったが)。
彼が 向か った のは ロシアであ った。ザ ンク トペ
テルス ブル グに着 いたハ インリ ヒ ・デ ィー ツは,
そ こで印刷職 人 として仕事 を始 めた。 当時 ドイ ッ
人の植 字工 は400人 もいた。 ロ シアで デ ィー ツは
社 会主 義 者 の チ ェ ル ヌ イ シ ェ フス キー(1828
89)を 個 人 的 に も知 る よ うに な る。1866年,弾
圧 が激 しくなって きた時,デ ィー ツは リュベ ック
に戻 った。
リュベ ックに帰 ったデ ィー ツはそ こで結婚 し,
やがて ドイツ労働 者総 同盟(ADV)に 入会 し,ラ
サ ー ル を知 る よ うに な る。1871年 に は社 会 民 主
党 に入 党 してい る。 デ ィー ツ と社会民 主党 との関
係 は党 の新 聞の印刷 か ら始 まった。彼 が勤 めたの
は フ ィリプセ ンの印刷所 で あった。 ハ ンブル クで
作 られ た社 会民 主党 新 聞 は,『 ハ ンブ ル ク=ア ル
トナ ー ・フ ォル クス ブ ラ ト』(187578)で あ っ
た。党 は独 自の印刷所 を持 って いなか ったため,
印刷 をマ ルテ ィン ・フ ィリプセ ンが 請 け負 うこ と
にな る。 やが て1876年 フ ィ リプセ ンが 印刷 所 を
売 る ことにな り,デ ィー ツが引 き継 ぐこ とになる
の で あ る。 もっ ともデ ィー ツが そ の代 表 で あ る
「印刷工組 合」 がそ の所 有者 であ った。
『ハ ン ブ ル クeア ル トナ ー ・フ ォ ル ク ス ブ ラ
ト』の 販売 数 は1万5000前 後 で あ っ。 デ ィー ツ
が経営 権 を得 るのは,ま った く偶 然の事 件 に よっ
てで あ る。1878年 ビスマ ル クが社 会 民 主 党 の 活
動 を制 限す る取 り締 ま り法 を作 成 した こ と にあ
る。社 会主義取締 法 に よって党 が独 自の印刷所 を
法 律上 持つ こ とが で きな くな った の であ る。 「印
刷 工組 合」 は15万 マ ル クでデ ィー ツ に販売 す る
40 『マ ル クス ・エ ンゲ ル ス全 集』 の 出版社 デ ィー ッ
とい う形 をつ くる こ とにな った。 こ うして,出 版
者 「J.H.W.デ ィー ツ」 が誕 生 した。 しか し,実
際 にデ ィー ツが買 った ので はない。社 会民主党 の
所有 が禁止 され ていた ため,個 人の名前 を使 った
の であ る。 と りわけ人望 の厚 かったハ イ ンリヒ ・
デ ィー ツが 選 ばれた だけ なの であ る。
デ ィー ツ は,1912年 そ の 当時 の 頃 を振 り返 っ
て こ う述 べ て い る。 「1876年 私 は,社 会民 主党 が
作 った 「印刷工組 合」 の経 営 を引 き受 け た。1879
年10月19日 私 は この 会社 を購 入 し,独 立 会計 で
運 営 した。1878年10月31日,私 の 出 版 社
に は 『ハ ンブル ク=ア ル トナー ・フ ォル クス ブラ
ト』が18000部 あ り,そ れが警 察 に よっ て発 禁 さ
れ てい た。 こ う して16人 の印 刷工 と植 字工,ほ
ぼ35人 の配達 人 や編 集者,発 想 者 な どが 当面 食
べ る もの もない状 態 であ った」q㌔
ii社 会主 義 者 鎮圧 法(Sozialistengesetz)の も
とでのデ ィーツ
こ うして生 まれ たデ ィ0ツ 出版 は,最 初か ら困
難 な課題 に遭 遇 した。 まず 政治的 な出版物 が 出せ
な い こ とで あ った。 「社 会 主義 鎮圧 法 』 とは,正
式 には 「保安 を乱す恐 れ のあ る社 会民主 主義 の運
動 を取 り締 まる法律」 で あった。社 会民 主党 と労
働 組合 の活動 を全面 的 に禁 じた もので,新 聞 の発
行,集 会が 禁止 とな った。 時限立 法で あった ため
「例外 法」(Ausnahmegesetz)と も言 われてい る。
そのため デ ィー ツは収入 源の機 関紙が 発行 で き
ず,新 しい出版物 を探 さねば な らな い。 そ こで現
れ た のが 『裁 判 所 新 聞』(Gerichtszeitung)(1878
81)の 発刊 であ っ た。 た ち まち12000の 購 読者 を
獲 得 した。 しか し,事 実上 この新 聞 は カモ フ ラー
ジュで,裁 判所 の記事が載 ってい るので はな く,
政治 的新 聞であ った。 いわ ば 『ハ ンブル ク ニア ル
トナ0・ フ ォル クス ブラ ト』の後継 紙 であ った。
しか し,デ ィー ツ出版 の企画 で もっ と も当た っ
た の は 『ヴ ァー レ ・ヤ0コ ブ』(WahreJakob)で
あ る。 これ は,1795年11月5日 か ら刊 行 され た
月刊誌 で あ った。 内容 は娯 楽 的要素 も入 ったため
に良 く売 れ(発 行部数が20万 部 を越 えた ことがあ
る)。 デ ィー ツ出版の稼 ぎ頭 に なる。
1881年3月23日,「 裁 判 所 新 聞 』 は ロ シ ア 皇
帝 の 暗 殺 に つ い て の 記 事 が 出 た の を きっ か け に発
行 停 止 と な っ た。 そ の 後 『ビ ュ ル ガ ー ・ツ ァ イ
ト ゥ ン グ 』(188187),『 エ コ ー 』(18871964)
へ と継 続 して い っ た 。
こ う して デ ィー ツ 出版 の,南 の シ ュ トゥ ッ トガ
ル トへ の 移 転 が 決 ま る。1881年12月31日 シ ュ
ト ゥ ッ トガ ル トに デ ィ ー ツ 出 版 が 創 設 さ れ る。
デ ィー ツ 自身 は,1881年 社 会 民 主 党 の 国 会 議 員
とな る。 と こ ろ が デ ィー ツ は,書 店 の 家 宅 捜 索 を
きっ か け に,議 員 で あ りなが ら逮 捕 され た初 め て
の議 員 と な っ た 。
1882年,カ ウ ツ キ ー(18541g38)と ベ ル ン
シ ュ タ イ ン(18501932)は 新 しい 党 の 雑 誌 を企
画 し た。 こ う し て1883年1月1日 『ノ イ エ ・
ツ ァ イ ト』(18831923)が デ ィー ツ 出 版 か ら刊
行 さ れ た。 月 刊 で,価 格50ペ ニ ヒ,発 行 部 数
5000で あ っ た 。 編 集 者 は カ ウ ツ キ ー,ブ ラ ウ ン
(1854-1927),デ ィー ツで あ っ た。 しか し,こ の
雑 誌 は 売 れ 行 き不 振 で,赤 字 を 計 上 す る。 し か
し,重 要 な こ と は こ の 雑 誌 が,マ ル ク ス 主 義 の雑
誌 だ っ た とい う こ とで あ る 。
カ ウ ツ キ0は こ う言 っ て い る 。 「1882年 の 夏,
つ ま りも っ と も危 機 の 時,私 は あ えて デ ィー ツ に
科 学 的社 会 主 義 の 月刊 雑 誌 の 基 礎 を作 っ て くれ る
よ う頼 ん だ。 私 は,当 時 一 般 的 に 普 及 して い た折
衷 的 社 会 主 義,ラ サ ー ル,ロ ーベ ル ト ゥス,ラ ン
ゲ,デ ュ ー リ ング 的 要 素 とマ ル ク ス主 義 との 混 交
に対 して,1880年1月 来 共 同 作 業 して きた ベ ル
シ ュ タ イ ン と組 ん で,一 ・貫 した マ ル ク ス 主 義 を貫
こ う と して い た 」 〔'Hl。
1883年 か ら デ ィー ツ 出 版 は マ ル ク ス の 著 作 の
出版 に着 手 す る。 『哲 学 の 貧 困 』 の1500部 の 印刷
を皮 切 りに,マ ル ク ス主 義 関 係 の 文 献 が 続 々 と出
版 さ れ て い く。 シ ュ タ イ ンベ ル ク(1935)
に よ る と この 時 代 こそ,社 会 民 主 党 に と っ て マ ル
ク ス 主 義 の 受 容 期 で あ っ たq9)。
1885年 ヘ ル マ ン ・シ ュ リ ュ0タ ー を 中 心 に
チ ュ ー リ ヒで 「社 会 民 主 党 文 庫 」 の 企 画 が 始 ま
る。 デ ィー ツ 出 版 は そ れ に似 た 企 画 で レク ラム 文
庫 の よ うな廉 価 本 の シ リー ズ を刊 行 す る こ と に決
rマ ル ク ス ・エ ン ゲ ル ス 全 集 』 の 出 版 社 デ ィー ツ 一41
定 す る。 そ の 名 は 「国 際 文 庫 」 で あ った 。
こ の全 部 で67巻(18851g23)出 版 され た 「国
際 文 庫 」 に は,マ ル ク ス の 『経 済 学 批 判 』(第30
巻),「 哲 学 の 貧 困』(第12巻),『 剰 余 価 値 論 』(第
35巻,第36巻,第37巻,37巻a),エ ン ゲ ル ス の
「イ ギ リ ス に お け る 労 働 者 階 級 の 状 態 』(第14
巻 〉,『反 デ ュ ー リ ン グ論 』(第21巻),『 家 族,私
的 所 有,国 家 の 起 源 』(第14巻),カ ウ ツ キ ー の
『キ リ ス ト教 の 起 源 』(第45巻),『 プ ロ レ タ リ ア
革 命 と そ の 綱 領 』(第64巻),ベ ー ベ ル の 『シ ャ
ル ル ・フ ー リエ 』(第6巻),ベ ル ン シ ュ タ イ ン の
『英 国 革 命 に お け る 社 会 主 義 と民 主 主 義 』(第44
巻),『 社 会 主義 の 諸 前 提 と社 会 民 主 主 義 の 課 題 』
(第61巻),メ ー リ ン グ の 「レ ッ シ ン グ伝 説 』(第
17巻)な どが 入 っ た。 と りわ け売 れ た の が,ベ ー
ベ ル の 『女 性 と社 会 主 義 』 で あ っ た 。 こ れ は 当 時
18万 部 も出 た 。
一一一方社 会 民 主 党 の 活 動 が 違 法 な 中 で
,1883年
デ ンマ ー ク の コペ ンハ ー ゲ ンで 開 催 され た 党 会 議
の 出 席 者 に対 して,1886年 ドイ ツ 政 府 は 調 査 を
して 告訴 した。 この 結 果,デ ィー ツ は ケ ムニ ッ ツ
の 刑 務 所 に11月 収 監 さ れ た 。 釈 放 さ れ た の は
1887年 の5月 で あ った 。
社 会民 主 党 内 に最 初 に 入 って きた マ ル ク ス 主義
は,エ ン ゲ ル ス の 『反 デ ュ ー リ ン グ』 を 通 じた
ダ ー ウ ィ ン主 義…的 な もの で あ っ た。 だ か ら,『 国
際 文 庫 』 第1巻 と して デ ィー ツ 出 版 が1887年 出
版 し た,エ イ ヴ リ ン グ(1851-1898)の 『ダ ー
ウ ィ ンの 理 論 』 は よ く売 れ た 。
1887年 に は社 会 主 義 者 鎮 圧 法 が よ り厳 し く な
り,チ ュー リ ヒの社 会 民 主 党 幹 部 シ ュ リ ュー タ ー
(1851-1919),ベ ル ン シ ュ タ イ ン,モ テ ラ ー
(1838-1907)は ロ ン ドンへ 亡 命 す る 。 や が て 社
会 主 義 者 鎮 圧 法 は1890年 を も っ て 終 わ り,新 し
い 時 代 が 始 まっ た 。
iii社 会 主義者鎮圧 法の後
1890年 社 会 主義 者 鎮 圧 法 の 廃 止 に と もな っ
て,ハ ンブルクのデ ィー ツ出版 の所有者 は,ハ イ
ンリヒ ・デ ィー ツか ら社 会民 主党 に戻 った。 しか
しその名前 はそ の後 も変 わる ことな く続 く。1895
年8月 エ ンゲ ル ス が 亡 くな る と,エ ンゲ ル スの も
とに あ っ た マ ル クス とエ ンゲ ル スの 草 稿,書 簡,
書 籍 が ロ ン ドンの モ テ ラ ー の と こ ろ に保 管 され る
こ と に な っ た 。 や が てベ ル リ ンに移 され るが,最
初 はデ ィ0ツ 出 版 の あ る シ ュ トゥ ッ トガ ル トが そ
の 候 補 地 に あ が って い た 。
社 会民 主 党 内 で1890年 代 修 正 主 義 論 争 が 盛 ん
に行 わ れ る よ うに な っ た 時,マ ル クス の 思 想 の根
本 は 何 で あ る か とい う こ とが 議 論 に な り は じめ
た。 そ こで,デ ィー ツ出 版 に マ ル ク ス とエ ンゲ ル
ス の遺 稿 を 整理 して 出 版 す る よ う党 内 か ら圧 力 が
か か っ て き た。 そ こ で,党 内 で は メ ー リ ン グ
(1846-1919),ベ ー ベ ル(1840-1913),ベ ル ン
シュ タ イ ンが,マ ル ク ス とエ ンゲ ル スの 書簡 集 の
編 集,社 会民 主党 史の 執 筆 を依 頼 され る。
1897年 か ら98年 に か け て メー リ ン グ 『社 会 民
主 党 史 』,1902年 メ ー リ ン グ編 『マ ル ク ス,エ ン
ゲ ル ス と ラ サ ー ル の 文献 的 遺 産』,ベ ー ベ ル とベ
ル ンシ ュ タ イ ン編 『マ ル ク ス ・エ ンゲ ル ス往 復 書
簡 集 』(1913),リ ャ ザ ノ ブ 編 「1852年 か ら1865
年 まで の マ ル ク ス ・エ ン ゲ ル ス 著 作 集 』(!917)
が 出 版 され た 。 こ れ らは,「 国 際 文 庫 」 の 次 ぎ に
刊 行 され た 「小 文庫 」 の 中 に 含 まれ て い た。
一風 変 わ っ た と こ ろ で は
,デ ィー ツ 出 版 が,
レー ニ ン(1870--1924)の 『何 を な す べ きか 』 を
ロ シア 語 で 出 版 して い た こ とで あ ろ う。 出 版 した
の は ロ シア 語 版 で あ っ た 。 定 価1ル ー ブ ルで 当然
ロ シ ア に送 られ て 売 られ る た め の もの で あ っ た。
1913年 と う と うマ ル ク ス の 『資 本 論 』 の 出 版
権 が 失 効 す る 日が や っ て きた 。1914年 に デ ィー
ツ 出版 は 「資 本 論 』 の 出 版 を決 意 す る 。 こ れ で マ
ル クス の もの は全 て デ ィー ツ か ら出 る こ とに な っ
た。
1913年 は マ ル ク ス 死 後30年 で,マ ル ク ス ・エ
ン ゲ ル ス 全 集 の 企 画 も持 ちLが っ て い た 。 ア ド
ラー(1873-1937),バ ウ ア ー(1881-1938),ヒ ル
フ ァ ー デ ィ ン ク(1877-1941),リ ャザ ノ ブ(1870
-1938)等 に よ る こ の 企 画 は 結 局 成 功 し な か っ
た 。
第 一一次 大 戦 後 もデ ィー ツ 出版 の 出 版 活 動 は旺 盛
で あ っ た 。 紙 価 高騰,紙 不 足 の 中 で,社 会 民 主 党
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『マ ル ク ス ・エ ン ゲ ル ス 全 集 』 の 出 版 社 一 デ ィー ツ
の 機 関 出版 局 と して,赤 字 で あ るに もか か わ らず
出 版 は衰 え な か っ た 。 戦 後 の イ ン フ レー シ ョ ン
は,デ ィ ー ッ 出 版 の 場 合 も 同 じで あ っ た 。1922
年 「ノ イエ ・ツ ァ イ ト』 は15マ ル ク で あ っ た の
が,1923年 に は5800マ ル ク と上 昇 して い っ た。
結 局 シュ トゥ ッ トガ ル トの デ ィー ツ 出版 は売 却 さ
れ る こ とに な る。 す べ て はベ ル リ ンに移 っ た。 そ
し て 『ノ イ エ ・ツ ァ イ ト』 が1923年 に 廃 刊,
『ヴ ァー レ ・ヤ ー コ ブ』 も1923年 に廃 刊 した 。 そ
の 少 し前 ハ イ ン リヒ ・デ ィー ツ は1922年8月28
日に この 世 を去 っ て い た。
bデ ィーツ出版 のその後
デ ィー ツの死 後,デ ィー ツ出版 は ど うな った
か。ナチ ス政権 の成 立 と と もに,1933年5月10
日社会 民主 党の 財産 はす べ て没 収 され て しまっ
た。6月22日 には,社 会 民 主党 は 「人民 と国家
に反逆す る党」 として全面禁 止 された。すべての
関連 企業 は ま とめ られ,1935年 に全 財 産が 凍 結
された。デ ィー ツ出版 は1934年8月24日 に企業
と しての登 録が抹消 されてい た。
戦後,デ ィー ツ出版 は復活す る。 しか し,そ の
復活 は二つ に分断 された ドイツをその まま象徴 し
て いた。二つ のデ ィー ツが出現す るか らであ る。
東ベ ル リンでは社会民 主党,共 産党が統 一労働
者党 を作 って,い ち早 くデ ィー ツを復活 させ た。
共 産 党 系 の 出 版 者 「ノ イ ア ー ・ヴ ェ ー グ」 と
「フ ォア ヴ ェルッ 出版」 が 「デ ィー ツ出版」 に統
合 され る ことに なる。19世 紀 の 時 と同様 に この
デ ィー ッ出版 の仕 事 も 「哲 学 の貧 困』 を1947年
に出版す る ことに よって始 まった。そ して 『マ ル
クス ・エ ンゲルス著作 集』や 「マ ルクス ・エ ンゲ
ルス全集』 な どを出版す る東 ドイツを代表す る出
版社 となるのであ る。 ところが デ ィー ツ家の もの
が まった くい ないの にデ ィーツ出版 とい う名前 を
名乗 るのはおか しい というク レームがつ く。
1946年 シュ トゥッ トガル トの ア ニ ・ガ イ ガー
婦 人(ハ インリヒ ・ディーツの孫)が,東 ベ ル リン
に手紙 を書 いて きて,ハ イン リヒの娘,す なわち
彼女の叔母 の ドリス ・ドレヒャーの所 有 してい る
旧デ ィー ツ出版 とい う名称 を,ベ ル リンの新 しい
会社 の名前 に譲 る申 し出 を して きた。 こ うして東
ドイツにデ ィー ツとい う名前 が行 きかけ た。 しか
し,今 度 は1947年5月 ハ ノー フ ァーの社 会民 主
党か ら 「党 出版局 デ ィー ッ」 とい う名前 を使 うこ
とが 申 し渡 される。 これにはデ ィー ツの息子の ブ
リッツ ・デ ィー ッが絡 んで いた。
1947年 のベ ル リンの法 廷 で は,歴 史的 な名 前
は誰 で も使 って もいい とい うこ とが承認 されてい
た。 こうして,東 ドイツで統一・労働者党,西 ドイ
ツで社会民主党が,党 出版部 と して 同 じ名前 を使
う とい う異常事態が起 きる。デ ィー ツ出版 とい う
名前が いか にマ ルクス主義 に とって重要 な意味 を
持 っていたのかが わかる。
他方 西 ドイツで は,1946年 社 会 民 主 党 に よ っ
て1933年 に解 散 された旧党 出版 部 を再興 す る こ
とが決定す る。デ ィー ツ家の遺族 と連絡 を と り,
西 ドイツのデ ィー ツ出版 を正統 とす る手続 きを と
り始 める。 しか し西 ドイツで はデ ィー ツ出版へ の
こだ わ りは さほ どな く,党 出版部 と して 「ノ イ
エ ・フ ォアヴェルッ出版」が創設 された。やがて
「ブ ン ト出版」 と名前 を変 え,ケ ル ンに移 る。
もちろんデ ィー ツ出版が消 えたわけではなか っ
た。 その後何 度 も裁判で名称 をめ ぐる権利が争 わ
れて いた。1973年 にボ ンの 出版 者 が この西 ドイ
ツのデ ィー ツ出版 を買収 し,本 格 的 に活動 し始 め
た。
二つの 出版者 は対立 した ままで,や がて東 ドイ
ツ の 崩 壊 を 迎 え る。1991年2月1日 ,西 の
デ ィー ツ出版 は東 のデ ィーツ出版 の営業 の停 止 を
申し出 る。
そ の裁判 は7年 後 に決着 す る。1998年 ケ ル ン
の裁判所 は結 論 を出す。東の デ ィー ツ出版 は,す
ぐに企業 名を 「カ0ル ・デ ィー ツ」 出版 に変 えね
ばな らない とい うことになった。 カー ル ・デ ィー
ッ とい う名 前 は,デ ィー ツ出版 の名 前 をな か ば
で っちあ げるため,戦 後 ル ドルフ シュタッ トにい
たあ る人物の名前か ら取 られていた。だか ら,そ
の名前 を明確 に書かね ばな らない とい うことは,
本 来のハ インリヒ ・デ ィー ッで はない とい うこと
を認 め る こ と で あ る。短 縮 名 と して,「 デ ィー
ッ ・ベ ル リン」,「カール ・デ ィー ッ」 だ けが認め
「マ ル クス ・エ ン ゲ ル ス全 集 」 の 出 版 社f_7=イ ー ツ
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られる。
… 方西の デ ィー一ツ出版は,本 社 をベ ルリンに移
して も,企 業 名にベ ルリンを付 けるこ とはで きな
い が,デ ィー ツ の 蛇 の マ ー ク も 使 え る し,
「デ ィー ツ出 版」 とい う短 縮 名 も使 え る こ とに
なった。
こ う して1999年,す なわ ち新 メガの 出版 に際
し,デ ィー ツ出版 とい う名前が使 えな くなって し
まったのであ る。使 える として もカール ・デ ィー
ッ,デ ィー ツ ・ベ ル リンと明記せ ねばな らず,有
名 な蛇のマ ー クも仕 えな くなって しまった。新 メ
ガの発行 をデ ィー ツが止 めたのは もちろんこれ だ
けの理 由ではある まい。
新 メガ はア カデ ミー 出版 局 が 出版 す る こ とに
なったが,こ の アカデ ミー出版局は旧東 ドイツの
ブラ ンデ ンブ ル ク科 学 ア カデ ミー の 出版 局で あ
る。 かつ ては きわめて イデオ ロギ ッシュな もの を
出版 していた部署であ った。新 メガの編集部 は,
実 は このブ ラ ンデ ンブ ル ク科学 アカデ ミーの中に
あ る。その意味 で も自然 の形 なのか もしれ ない。
お わ りに
デ ィー ッとい う名前 は,か つ てのマ ル クスボー
イな らば誰で も,畏 敬 を もって見たなつ か しい名
前で ある。マ ル クスの ドイツ語 版 を最 初 に手 にす
る ものが,か な らず眼 に触 れ るのが デ ィー ッ出版
の蛇 のマー クであ った。そ して もっ と古 い戦前 の
マル クスの廉 価版 を探す と,そ こに もデ ィー ッと
い う名前 と,蛇 のマ ー クがあった。デ ィー ツの名
前 を見つ けるこ とで,自 然 とマル クス研 究の歴 史
の重 みを知 る ようにで きていた。
それが ドイツ統… によって,も はやな くな って
しまったこ とは寂 しい。 いやそれ以一hに,ボ ンの
デ ィーツがマ ル クス関係 の書物 を出す とは思 われ
ない ことを考え るとき,今 更 なが らマ ル クス研究
の衰退 とい う現 実 を思い知 らされる気がす る。
ただ し,東 ドイツの デ ィーツ出版の名前 は,マ
ルクス研究 に とって畏敬 となつか しさを持 ってい
ただけではない。 ソ連型 マル クス主義,礼 賛型マ
ル クス主義,恐 怖 政治 とい った負の イメー ジも多
分 に含んでいたか らであ る。マ ルクス ・エ ンゲル
ス全集の 冒頭 にあ ったソヴ ィエ ト共 産党 のつ まら
ない序文,注 の中にあるマ ル クス批判 者 に対 す る
暴言 のかずかず,ス ター リン主義の残像 な どい く
つ も不吉 な ものが,デ ィー ツの名前 にはこび り付
いてい るのであ る。
マ ルクスの名前が そ うした不吉 さか ら脱出す る
ためにはか えっていい ことなのか も しれ ない。21
世紀 に向かってマル クスの意味が新た に問 われ る
とすれば,そ う した もの を一度すべて…掃す る必
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(10)「1858年3月29日 マ ル ク ス か ら エ ン ゲ ル ス へ の 手 紙 」 『マ
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